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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
人工臓器は従来の,単なる臓器の物理的機能の代替から,代謝機能のようにより高次な機能を代替でき
ることが望まれるようになってきた｡本申請者は,これまで困難とされてきた人工材料による細胞成長の
ような高次機能の制御を,成長因子の固定化によって可能であることを明らかにした｡上皮細胞成長因子
は不溶化 ･固定化により,レセプター刺激後の細胞内-の内在化が抑制され,長時間にわたり,細胞内の
情報伝達タンパク質を活性化続けることが示され,これが高い細胞分裂促進活性につながることが推測さ
れた｡さらに,インシュリンと接着促進因子とを共固定化することにより,細胞の基材への接着性を高め,
迅速な細胞内情報伝達タンパク質の活性化を誘起し,高い細胞分裂活性が誘導されるようになることが明
らかとなった｡このように細胞成長因子固定化材料は,新しい細胞複合人工臓器の創出の指針となる｡
以上の研究は,医用材料の開発に新しい設計原理を導入するものであり,医療の分野において非常に貢
献するものと考えられる｡
したがって,本論文は博士 (医学)の学位論文として価値あるものとして認める｡
なお,本学位授与申請者は,平成9年 2月3日実施の論文内容とそれに関連した試問を受け,合格と認
められたものである｡
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